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L’épreuve comporte deux parties que le candidat abordera selon l’ordre de son choix : 

- Une composition en japonais 

- Une traduction (version) 

 

 

COMPOSITION EN JAPONAIS 

「市・町・村」（Le village, le quartier, la ville）のテーマについて、それぞれの次の４つ

の資料の比較分析に基づいて問題提起をし、構築された論文を日本語で書いてくださ

い。 

資資料料１１：： 

 

ぶうと云
い

って汽船がとまると、 艀
はしけ

が岸を離
はな

れて、漕
こ

ぎ寄せて来た。船頭は真
ま

っ 裸
ぱだか

に赤ふんどしをしめている。野蛮
や ば ん

な所だ。 尤
もっと

もこの熱さでは着物はきられまい。日が

強いので水がやに光る。見詰
み つ

めていても眼がくらむ。事務員に聞いてみるとおれは

此所
こ こ

へ降りるのだそうだ。見るところでは大森位な漁村だ。人を馬鹿にしていらあ、

こんな所に我慢
が ま ん

が出来るものかと思ったが仕方がない。威勢
い せ い

よく一番に飛び込
こ

んだ。5 

続
つ

づいて五六人は乗ったろう。外
ほか

に大きな箱を四つばかり積み込んで赤ふんは岸へ漕

ぎ戻
もど

して来た。陸
おか

へ着いた時も、いの一番に飛び上がって、いきなり、磯
いそ

に立ってい

た鼻たれ小僧をつらまえて中学校はどこだと聞いた。小僧は茫
ぼん

やりして、知らんがの、

と云った。気の利
き

かぬ田舎
い な か

ものだ。猫の 額
ひたい

程な町内の癖
くせ

に、中学校のありかも知らぬ

奴
やつ

があるものか。ところへ 妙
みょう

な筒
つつ

っぽうを着た男がきて、こっちへ来いと云うから、10 

尾
つ

いて行ったら、港屋とか云う宿屋へ連れて来た。やな女が声を揃
そろ

えてお上がりなさ

いと云うので、上がるのがいやになった。門口
かどぐち

へ立ったなり中学校を教えろと云った

ら、中学校はこれから汽車で二里ばかり行かなくっちゃいけないと聞いて、猶
なお

上がる

のがいやになった。おれは、筒っぽうを着た男から、おれの革鞄
か ば ん

を二つ引きたくって、

のそのそあるき出した。宿屋のものは変な顔をしていた。15 

停車場はすぐ知れた。切符
き っ ぷ

も訳なく買った。乗り込んで見るとマッチ箱の様な汽車

だ。ごろごろと五分ばかり動いたと思ったら、もう降りなければならない。道理で切

符が安いと思った。たった三銭である。それから車を傭
やと

って、中学校へ来たら、もう
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放課後で誰
だれ

も居ない。宿直は一寸
ちょっと

用達
ようたし

に出たと小使が教えた。随分
ずいぶん

気楽な宿直がいる

ものだ。校長でも尋
たず

ねようかと思ったが、草臥
く た び

れたから、車に乗って宿屋へ連れて行20 

けと車夫に云い付けた。車夫は威勢よく山城屋
やましろや

と云ううちへ横付
よこづけ

にした。山城屋とは

質屋
し ち や

の勘太郎の屋号と同じだから一寸面白く思った。

何だか二階の楷子段
はしごだん

の下の暗い部屋へ案内した。熱くって居られやしない。こんな

部屋はいやだと云ったら生憎
あいにく

みんな塞
ふさ

がっておりますからと云いながら革鞄を抛
ほう

り出

したまま出て行った。仕方がないから部屋の中へ這入
は い

って汗をかいて我慢していた。25 

やがて湯に入れと云うから、ざぶりと飛び込んで、すぐ上がった。帰りがけに覗
のぞ

いて

見ると涼
すず

しそうな部屋が沢山
たくさん

空
あ

いている。失敬な奴だ。嘘
うそ

をつきゃあがった。それか

ら下女が膳
ぜん

を持って来た。部屋は熱つかったが、飯は下宿のよりも大分旨
うま

かった。給

仕をしながら下女がどちらから御出
お い で

になりましたと聞くから、東京から来たと答えた。

すると東京はよい所で御座いましょうと云ったから当り前だと答えてやった。膳を下30 

げた下女が台所へ行った時分、大きな笑い声が聞えた。くだらないから、すぐ寐
ね

たが、

中々寐られない。熱いばかりではない。騒々
そうぞう

しい。下宿の五倍位やかましい。うとう

としたら清の夢を見た。清が越後
え ち ご

の笹飴
ささあめ

を笹ぐるみ、むしゃむしゃ食っている。笹は

毒だから、よしたらよかろうと云うと、いえこの笹が御薬で御座いますと云って旨
うま

そ

うに食っている。おれがあきれ返って大きな口を開
あ

いてハハハハと笑ったら眼が覚め35 

た。下女が雨戸を明けている。相変らず空の底が突
つ

き抜
ぬ

けた様な天気だ。

夏目漱石「坊っちゃん」１９０６年（新潮文庫、２０１２年）

 

資資料料２２：： 

廃廃校校活活用用とと過過疎疎地地域域のの再再生生のの可可能能性性 様様々々なな山山村村地地域域のの調調査査をを通通ししてて

令和２年２月２６日

ウスビ・サコ

京都精華
せ い か

大学学長

日本全国に見られる少子化と高齢化の現象に伴い、人口が著しく減少し、中小規模

の地方都市や農村地域の過疎化が深刻な問題になっています。過疎化対策として、こ

れらの地域への移住促進と地域経済の活性化が図られています。私は京都のコミュニ

ティの変容と学校の統廃合を調査する中でこういった地域課題に関心を持ち始めてい

‒ 2 ‒



 

放課後で誰
だれ

も居ない。宿直は一寸
ちょっと

用達
ようたし

に出たと小使が教えた。随分
ずいぶん

気楽な宿直がいる

ものだ。校長でも尋
たず

ねようかと思ったが、草臥
く た び

れたから、車に乗って宿屋へ連れて行20 

けと車夫に云い付けた。車夫は威勢よく山城屋
やましろや

と云ううちへ横付
よこづけ

にした。山城屋とは

質屋
し ち や

の勘太郎の屋号と同じだから一寸面白く思った。

何だか二階の楷子段
はしごだん

の下の暗い部屋へ案内した。熱くって居られやしない。こんな

部屋はいやだと云ったら生憎
あいにく

みんな塞
ふさ

がっておりますからと云いながら革鞄を抛
ほう

り出

したまま出て行った。仕方がないから部屋の中へ這入
は い

って汗をかいて我慢していた。25 

やがて湯に入れと云うから、ざぶりと飛び込んで、すぐ上がった。帰りがけに覗
のぞ

いて

見ると涼
すず

しそうな部屋が沢山
たくさん

空
あ

いている。失敬な奴だ。嘘
うそ

をつきゃあがった。それか

ら下女が膳
ぜん

を持って来た。部屋は熱つかったが、飯は下宿のよりも大分旨
うま

かった。給

仕をしながら下女がどちらから御出
お い で

になりましたと聞くから、東京から来たと答えた。

すると東京はよい所で御座いましょうと云ったから当り前だと答えてやった。膳を下30 

げた下女が台所へ行った時分、大きな笑い声が聞えた。くだらないから、すぐ寐
ね

たが、

中々寐られない。熱いばかりではない。騒々
そうぞう

しい。下宿の五倍位やかましい。うとう

としたら清の夢を見た。清が越後
え ち ご

の笹飴
ささあめ

を笹ぐるみ、むしゃむしゃ食っている。笹は

毒だから、よしたらよかろうと云うと、いえこの笹が御薬で御座いますと云って旨
うま

そ

うに食っている。おれがあきれ返って大きな口を開
あ

いてハハハハと笑ったら眼が覚め35 

た。下女が雨戸を明けている。相変らず空の底が突
つ

き抜
ぬ

けた様な天気だ。

夏目漱石「坊っちゃん」１９０６年（新潮文庫、２０１２年）

 

資資料料２２：： 

廃廃校校活活用用とと過過疎疎地地域域のの再再生生のの可可能能性性 様様々々なな山山村村地地域域のの調調査査をを通通ししてて

令和２年２月２６日

ウスビ・サコ

京都精華
せ い か

大学学長

日本全国に見られる少子化と高齢化の現象に伴い、人口が著しく減少し、中小規模

の地方都市や農村地域の過疎化が深刻な問題になっています。過疎化対策として、こ

れらの地域への移住促進と地域経済の活性化が図られています。私は京都のコミュニ

ティの変容と学校の統廃合を調査する中でこういった地域課題に関心を持ち始めてい

 

ました。それから縁あって、南山城
みなみやましろ

村の研究チームに加わり、高尾地区の旧高尾小学5 

校の再生と地域拠点づくりに関わることができました。旧高尾小学校再生の過程で、

日本の農村や山間地域が抱える特有の課題に触れた経験を通して、日本の山間地域が

どのような状態にあるのか、また今後、これらの地域がどのような可能性を秘めてい

るのかを探りたいと思います。

南山城村は１９５５年に高山村と大河原
おおかわら

村の合併により発足した村です。奈良県、10 

三重県、滋賀県と隣接する京都府下唯一の村であり、２０１２年現在の人口は３００

０人前後で推移しています。

人口減少が進む南山城村の中でも高尾地区の人口は最も減り、村内を歩く村民の姿

をほとんど見かけません。廃校となった旧高尾小学校は竣工されてから２０年しか経

っておらず、鉄筋コンクリート造りの校舎としては利用可能な状態ですが、新たな利15 

用方法を見出す事が出来ないまま長い間に放置されていました。そのような状況にあ

った旧高尾小学校ですが、２００７年から学校統廃合研究会や民間団体、アーティス

トなどの働きかけにより校舎を活用した地域活性化の動きが始まりました。

旧高尾小学校の活用には、住民組織との話し合いを経て、校内の旧図書館を図書ス

ペースと多目的スペースに再整備し、「色々茶論（いろいろサロン）」が誕生しまし20 

た。しかし、図書館の開閉曜日は当番をする住民の都合で決まり、年間を通して３０

人未満しか訪れていないのが現状です。また、活性化に関わる町長や住民による映画

上映会、音楽会、高尾フェスなどが開催されましたが、住民の少子高齢化によって、

地元の参加者が非常に少ない上に婦人会や青年団の会合に使われている記録もなく、

地域の拠点として再生できたとは言い難い状況です。25 

少子高齢化が進む山間地域で、学校統廃合を機に住民主導で校舎の建て替えが行わ

れた例もあります。三重県にある御浜
み は ま

町、尾呂志
お ろ し

学園学校区はその一例です。尾呂志

学園は、２００３年に尾呂志小学校と尾呂志中学校が統合し開校しました。２０１５

年度の児童・生徒数は２７名で、非常に小規模な学校です。校舎には、地産地消の木

材をふんだんに使った内装木質化が見られ、旧来のパターン化された学校舎とは違い、30 

児童・生徒数や地域に合わせた学校規模です。しかし、地域住民全体のコミュニテ

ィ・スクールに対する理解が浅いまま、学校施設や運営制度の策定がされ、地域住民

自身がその変化についていけず、「地域に開かれた学校」という目標と実態に乖離が

きたされています。
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地域利用を計画に取入れた尾呂志学園小中学校校区では、住民の学校利用が非常に35 

少なく、一部の図書スペースやコミュニティルームで、地域行事、会合が行われるこ

とがあるくらいです。現在に至るまで、学校を日常的に使っていなかったにも関わら

ず、ハード面で校舎が変わったからといって、地域住民の日常生活が変わるわけでは

なく、「学校＝教育の場」というイメージは、深く根づいたままです。尾呂志学園学

校区の場合は、地域の拠点として学校を設置しましたが、地域住民全体と学校がより40 

密になるという課題が残されています。

日本の山間地域では学校の再生や活用と並行して、移住促進の施策（Ｕターン・Ｉ

ターン・Ｊターン）を検討している自治体、地域組織が増えています。移住の仕組み、

移住者と地域の活性化に関する新たなあり方が議論されています。特に、移住者の一

部が外国出身者であることや、移住者による地域のポテンシャルの活用とイノベーシ45 

ョンの取り組みが、山間地域の新しい可能性を指し示しています。

今後、移住の仕組みや移住者の地域活性化への役割、移住者と既存コミュニティと

の共存方法を整理する必要があります。また、地域を支える新しいソーシャルビジネ

スの展開を把握し、内発的発展と移住促進との関連性を今後探っていくことが重要で

す。50 

出典 : https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page23_003034.htmlより抜粋一部改変 

資資料料３３ 令令和和３３年年１１１１月月４４日日 全全国国過過疎疎問問題題シシンンポポジジウウムム２２００２２１１ ここううちち

大会概要

過疎地域においては、依然として人口が減少し、小規模で高齢者比率の高い集落が

増えることなどにより、産業の後継者や地域活動の担い手の不足、生活基盤の弱体化

など、多くの課題を抱えています。

一方で、過疎地域は、四季折々の豊かな自然や人々の営みが美しい風景を織り成し、5 

水や食料の供給源となり、多様な生態系を維持し、国土の保全や水源の涵養、農地や

山林による防災・減災機能を有し、国民の憩いの場としての機能も有しています。

それぞれの過疎地域において、人々は支え合い、知恵と工夫を凝らしながら生活を

営んでおり、その暮らしは都市部にはない価値として見直されつつあり、「地方への

新しいひとの流れ」も生まれてきています。10 
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過疎地域においては、依然として人口が減少し、小規模で高齢者比率の高い集落が

増えることなどにより、産業の後継者や地域活動の担い手の不足、生活基盤の弱体化

など、多くの課題を抱えています。

一方で、過疎地域は、四季折々の豊かな自然や人々の営みが美しい風景を織り成し、5 

水や食料の供給源となり、多様な生態系を維持し、国土の保全や水源の涵養、農地や

山林による防災・減災機能を有し、国民の憩いの場としての機能も有しています。

それぞれの過疎地域において、人々は支え合い、知恵と工夫を凝らしながら生活を

営んでおり、その暮らしは都市部にはない価値として見直されつつあり、「地方への

新しいひとの流れ」も生まれてきています。10 

 

こうしたなか、過疎地域におけるさまざまな取組について、更なる議論を深めると

ともに、全国の優れた取組にふれ、人と人とのつながりを通じて、今後の過疎地域の

持続的な発展につなげていくため「全国過疎問題シンポジウム２０２１ こうち」を

開催します。

出典 : https://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/070101/2021091300204.html

 

資資料料４４ : 地地域域おおここしし協協力力隊隊ととはは？？ 

 

   出典 : https://www.town-kiso.com/chousei/machidukuri/100247/100132/ 

‒ 5 ‒



 

TRADUCTION 

 

Composition en japonaisの資料２を、題名から４１行目までフランス語に翻訳してくださ

い。 

 

‒ 6 ‒


